
スカイラディオメータの観測船

「みらしりへの設置と運用に関する

諸問題の解決に関する研究

遠藤辰雄



スカイラヂィ調車一

測船『みらいJ

と運用における諸問題に

る

遠藤慶雄（北海道大学鑑湛科学研掠所）、

高村民雄（千葉大学環境リモートセンシング研究センター〉、

中島映至（東京大学気候システム研究センター）、

大田幸雄（北海道大学大学院工学研究科環境資漉工学専攻〉
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( 1 ) 地隷遇
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ゆた

野田＇）.島｛ま地離の金体に分帯し、関｛瞳が擁置している。

(2) 放射強鋼j力のり哩センヂ－づ詳の

証／車工Eのため。

洋上jま7島へφードが低く、時盟関的！こも定常的で比較

検証に酎えるものである。

(3) 海洋上の完全無人観測の麗開。

海上の放射観測のず－，量は櫨端に少なく、澗定海域も

眼られている。
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［スカイうヂィオメータの職要］

本太暢自動追罵機構

GPS曹魚螺レンス付 CCDカ丹、サンセント、水平セント、

A E革連光の鱒度測定

サンセント、ピー伸一掛φ 由

BX暢購辺分散光輝農灘j定

等高度麗内定査、子午酷肉走査

（角度輔正〉：狭角レンス付 CCDカメラ、

魚眼レンス付 CCD力行、水平セント

本 波長期計測リポルパ一式フィ帥一：

315 400 500 675 87_0 1020n翻
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光 さのな 帯性

A悶gstro開鵠曾xpo円曾師t

ヱア田ゾJレ的粒種分布、

Si z曾 Distribution of 的rosol

ア田ゾんの単分散 率

Single Scattering Al b制。

工ア口ゾんの複素屈折率

Complex Refractive Index 

実数部：：光の腫折や散乱の位相 嘩数部：；光的鑑輔（轍i甑）
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［『みらいJでの観測航海］

舗R鈎－K0111/02/12-03/26(43days）西熱太平

舗R00-K0412/06/17-07/10(24days）本ffl南

闘R00-K0512/07/17-08/09(24days）本側東方

舗R00-K0712/10/15-12/22(69days）インド洋

臨R00-K0812/12/28-13/2/8(35dys）菌熱太平

臨R01-K0113/02/15-03/24(38days）西熱太平

舗R01-K0213/05/14-05/28(15days)AGE-Asi組

閣R01-K0313/06/06-07/19(44days）北西太平

献01-K0413/07/26-09/11 (48days）北東太平

臨R01-K0513/09/18-12/19(93days）インド洋

服02-KOl14/01/06-02/15(41days）酉熱太平

服R02-K0214/02/21~03/31 (39days）西熱太平

（予定）
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［みらい甑 渉

［みらしも］ではさ強靭から開F明加。ンド 16chjこ干識する聾漉

が難生して開題となった。 16ch器購けるため知坊の ICを

少々違えたも的と取り替えたとニろ時偵の干語審電波地消え

た。しかし、『自麟j°LJで輿臨したと曹！こは、新たに 12ch

に干渉する曹濃が錯生した的で、そこでは 13ch7；；骨髄に退

避して設聾した。

VHFマリン，，・ンド 1告ch: 156飼 800購Hz

VHFマザン／＼ ント 12ch : 156. 600舗Hz

VHFマリン／＼ ント 13ch : 156. 650舗Hz

16ch iま 遭難 m 安企 or呼び出しで舗のままに

して費寵し、その畿の交錯は 12,13chで行う。

［対策 1] 16chを知ック 10の蝿液数選定で避ける。

［対策2]VHFアンテナから 10冊以上離す。

［対策 3］大きな遮醸鞠の裏に由避する。

［対策4］アンテナ瞳と謹磯の開に高麗麓をつける。

一 83-



［自購丸での観i期航溝］

間－00-3 ハワイ以西北太平津

H12/6/20-7/27 

（野噛轟行主購研費員）

麟内監課業務委託者：植松光夫

KH-00-4 海

H12/9/5-10/19 

（平啓介主席研究員）

船内監視業務委託者：若JII浩治技官

KH-00-5 インド洋

H12/11/21-H13/2/8 

（籍出英一 主賭醗究員錨）

初の無人観測成功！ ! 

KH-01-2 王陸沖田千島溝溝周囲本海

H13/8/20-10/5 

（舘山英一 主席頓究員他）
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［みらい m リーズ
［由蝿丸］ではさ語翻から約 15 で島東融不瞬のフリー

ズ現識が趨こっている。 これは関を油開tdo輸して再立ち

上げする；ことによって解決~れるにで議事るが、しばらくして

再び担こるものである。これ時間 f：.よる本体の動体的指令

と本体から的ヂ－づ露。〉転迭は焚五f：.特われているが、これに

GPSかちの鰭号が独立に送鰭2寄れてくるので、 3者闘でコ誌

ュニケーシ議ンのブツカリ合い（パッチィング）が難生して

エラーと捗ったと推定された。

［対策日 自殺、時出を感知する を麗外に

設置し、その開閉をすべての噴瀬に車排jに捕人

ることによって 1自に 1臨時リセットするこ

とにした。間域自動観揮する DOS/V型とした。

［対策2] 自由セントの使えない場合は子午鯨方

向の航酪では 24時間何トでその代わりにした

が、静電があると設定時刻がずれる欠点がある。
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［観測結果］

鵠南北時半球では光学的摩さに大きな違いがみ

られ、北半球の方が汚染されている事に相当す

る。

赤道域では光学的厚さは極めて小さいにも鞠

らず、オンゲスト口一ム工クスホ。ネントと単分散反射率に比較

的大きな値が注目された。 ＞ヱ7問。，し粒子

が若くて透明性がある（海塩粒子）。対流関上部

の海塩粒子の存在の報告（池上他）。

命半径 0.1-0欄 5ミクロンのザイス。範囲に一山のそードが

見られ一一＞BiomassBurn i ng （森林火災、焼畑）

母半径 10ミクリ日ン以上にもうひとつのをードが見ら

れるが、 ＞可能な対象として

（海水の飛沫闘海霧田制BLI買の層雲の嚢粒）
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鵜洋上の＊鉱工ア田ゾんによる撤射強観カの観親

（平成昨年産の臨麟丸における無人観灘！の結果とその他の輪鮪観測の紹介）

遠藤癒離（北海道大学i思議員科学繍覚所）、

中島映琵（東京大学気候システム高野究センター）、

高村毘誰（千葉大学環境リモートセンシング高野洗センター）、

大関幸錐〈北海道大学大学院工学高野究科環境資練工学専攻〉

地球温畷化の正確な定重量的評価は最終的には衛星からのリモートセンシングデータを

もとに全球的な効果を璃算することにより求る以外に方法は無いことが想定されている。

しかるにそのデータの絶対値は、後に地上から験誕襲正を行うことが必要である。しかも

それはアルベードが低く安定している海洋上で行うことが理想的で必然的あることに最近

収束しつつある。ところが、海洋上の観測試料は著しく少ないのが現状であり、これを早

急に解決するため、船舶用の無人観測装寵を開発し、これを多くの船舶に搭載して臨く観

測ネットワークを展開することが世界中から切望されている状況にある。

ここでは過去5カ年聞の船舶観測におけるスカイラヂィオメータの測定原理とその開

発から改良の経過と船舶用無人観測を実用化する上での問題点等を紹介し、得られた観測

結果から大鉱工ア口ゾルによる大気混濁度など種々の光学特性についての観測結果を紹介

する。

この観測を自鳳丸で開始した初めの2航海では幸い船上での監視業務の委託を行い、

その努力により、突発的に発生するフリーズに対して、リセット a再立ち上げをして凌い

できた。しかし、原閣の推定から日照によるリセット機構を導入付加して3問自の航海で

始めて無人観測が成功するにさ患ったので、ある。

現在は、研究観測船である自鳳丸と『みらいJに加えて（株）高船三井の石炭運搬船

の矢作丸と鉄鉱石運搬船の神山丸の4鐘に搭載し連続観測を実施継続しているところであ

る。それらの観測から得られた解析結果から知見を紹介する。大気のエアロゾルによる混

濁度は北半球中緯度は高く南下するにつれて徐々に低くなり、南北両半球では大きな違い

が認められる。また赤道域では太陽光を吸収しない反射率の高い粒子がよ部対流閣にある

ことに符合する観測結果が見られ、これに関連する航空機観測の報告と一致することで注

目されるところである。
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